
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 社会 きほん 名前

テーマ史 米・土地・税 月 日

れい 租・調・庸は、納めるものがちがう。

太閤検地は秀吉、地租改正は明治、農地改革は戦後。

1 用語・数・分類 基本

次の問いに答えなさい。

(1) 次の文が正しければ○、まちがっていれば×を書きなさい。

「第二次世界大戦後の農地改革では、政府が地主の土地を買い上げ、小作人に売りわたした。」

(2) 次の文が正しければ○、まちがっていれば×を書きなさい。

「徳川家康は、全国の田畑の広さや土地のよしあしを調べる、太閤検地を行った。」

(3) 次の文が正しければ○、まちがっていれば×を書きなさい。

「庸は、とれたいねの約3%を納める税である。」

(4) 次の文が正しければ○、まちがっていれば×を書きなさい。

「二毛作は、鎌倉時代に西日本を中心に広まった。」

(5) 次の文が正しければ○、まちがっていれば×を書きなさい。

「備中ぐわは、かり取ったいねの穂から、もみを落とすための農具である。」

(6) 次の項目は、どの時代のものですか。①〜⑥から選び、番号で答えなさい。

「備中ぐわ」

① 飛鳥・奈良時代　② 鎌倉時代　③ 安土桃山時代　④ 江戸時代　⑤ 明治時代　⑥ 昭和時代
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